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2.20.3. 教育活動概要 
 (a) 卒業論文概要 
小野淳平 ストーリーライン生成システムの試作―物語内容生成の一機構として― 
本稿では，物語生成システムにおける，物語内容生成機構の開発として，状態より事象列を生
成するストーリーライン生成システムについての試作と，その検討を行った．今後の展望とし
て，変換ルールの改善とシステムの実装を果たし，最終的に物語内容生成機構として他研究と
統合を図り，物語内容の一機構として，物語生成システム内で機能することを目指す． 
小野寺康 ストーリー世界生成システムの試作―物語内容生成の一機構として― 
本稿では，物語生成システムにおける物語内容に関する研究として，ある事象から状態を生成
するストーリー世界生成システムの試作について述べた．本研究に関して，ストーリーライン
生成システムの試作に関する研究，物語中の登場人物が持つ様々な情報に関する研究，日本語
語彙大系を基としたオントロジー構築の研究が同研究室内で行われている．このオントロジー
はストーリー世界の概念情報として関係している．オントロジーを参照することで，agent や
object の上位概念を設定することができ，これによって，本システムで生成されたストーリー
世界を，ストーリーライン生成機構の入力とすることが可能となる．これらの研究と連結し，
1 つの物語内容生成機構として設計・開発することが本研究の最終目標である． 
佐藤春菜 物語生成システム研究の文献・資料の収集と整理―研究室内での共有及び一般公開のために―
本稿では，物語生成システムに関する文献の収集・整理や，研究室内での閲覧支援を行い，そ
れら共有情報に付加資料として評価情報を加えた．また，一部の小方らの文献の一般公開を行
った． 
今後，3 節で述べたような目的別のリストを作成し，研究室内で用いる書籍や論文，映画・音
楽などのあらゆる資料に対しての目的別検索に加え，論文内容の全文検索を可能にした Web
上での検索閲覧システムを作成する必要がある． 
熊谷友子 物語生成システムへの適用を目的とした人物情報の分析 
物語生成システムにおける人物情報の利用を目的とし，実際の小説（三島由紀夫の『宴のあと』
と『午後の曳航』）を対象とした物語の人物情報を分析した．分析結果から，人物情報を内的・
外的情報，短期・長期的情報に分類し，さらにこれらが，語り手や登場人物の各々の視点から
の情報で構成されることがわかった．この結果から，各人物の視点からなるストーリー世界の
構成と，それに基づくストーリーライン生成方法を提案する． 
高橋雄大 物語と音楽の相互変換システムにおける原曲生成機構及び原曲からのストーリー生成機構の
実装 
物語と音楽の相互変換の研究として過去の二つの研究を用いて，それらの音楽と物語の対応を
参考に改変し，ストーリーと原曲の相互変換システムを構築した．これにより物語と音楽の階
層構造と要素に着目した相互変換が可能となった．また，ストーリー生成機構を実装したこと
によりストーリーと音楽どちらからでも相互変換の循環を行うことが可能となった．  
 今後の課題としては，生成されるストーリーや原曲に辻褄の合う構造になるようにルールの
拡張を行っていく必要がある． 
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高橋良寿 広告における商品導入の修辞を適用した単一事象生成システムの知識ベースの拡張 
本稿では，『日本語語彙大系』を基としたオントロジーと阿部による KB の対応付けを行い，
対応しない部分の検討及びスクリプト KB の構築を行った．さらに，これらを用いて商品導入
の修辞を適用した単一事象を生成するシステムについての試作を行った．この機構により，物
語生成システムの他の機構も利用する知識を用い，TVCM の分析結果を利用した事象の生成を
可能とした．同様に，出力も共通とすることで，自然文変換システムをはじめとする，事象の
概念表現を入力とする他の機構との統合の可能性を持たせた． 
花田健自 『日本語語彙大系』の変換によるオントロジーの構築に向けて－物語生成システムにおける利
用を目的として－ 
『日本語語彙大系』に含まれる全ての語彙を Common Lisp で体系に変換し，オントロジーを
構築した．そして，オントロジーにアクセスするためのライブラリとツールを Common Lisp
で構築した．構築したオントロジーが物語生成システムでどのように利用可能かを物語内容生
成システム及び，フレーム，そして，制約条件の異化的な利用として広告生成システムから考
察した．今後，オントロジーを利用するシステムのためのツールの開発を共同で開発し，制約
条件の問題点について考察を行っていく． 
道又龍介 自動カメラワークシステムによる映画のシミュレーション分析 
本研究の背景として立花の研究 1)がある．映像記述言語 TVML(NHK)を使用して作られた CG
映像に映画『東京物語』2)の分析に基づく映像撮影ルール「小津ルール」を用いて自動でカメ
ラワークを適用するシステムを試作していた．これは目的として映画をどこまでルールによっ
て再現できるかというシミュレーションをすることをかかげている．立花は 7 つの小津ルール
を実装，およびシミュレーションを行い，その結果をもとに新たに 5 つのルールを考察，試験
的にハンドシミュレーションを行いさらなるルール化の可能性を示した．このようなルールの
実装，シミュレーション，新たなルールの考察というサイクルによって映画の作品の本質にせ
まるという研究の方針が確認された．本研究はその延長にあたる．立花の考案した新たな 5 つ
のルールを実装するためにはこれまで以上の映画の分析が必要だと考えられる．さらなる自動
化へ向けてカメラワークを適用するＴＶＭＬの修正と結果の再検証を行った． 
(b) 博士(前期)論文概要 
秋元 泰介 語り手と聴き手の相互作用モデルによる物語言説システム 
物語言説システムでは，Genette の物語言説論の，「時間」と「叙法」を，物語の構造変換処理
（物語言説技法）として，13 種類実装し，Jauss 等の受容理論を，「語り手」と「聴き手」（共
にシステム内の機構）の相互作用により，物語言説生成を制御する機構として実装した．シス
テムの流れは，以下のようなサイクルになっている．まず，語り手が物語言説技法を制御して
物語言説を生成する．次に，聴き手が，それを自身の「期待」をもとに「評価」し，語り手へ
とフィードバックする．以上の処理を繰り返し，このサイクルの過程で，聴き手の期待が変化
し，語り手はそれに合わせて生成する物語言説を変化させる． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
 (d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 土橋賢・小方孝：引用とアナグラムによる物語生成に関する試論，2009 年度人工知能学会全国大会（第 23 回）
論文集，1J1-OS2-2，2009． 
2) 阿部弘基・小方孝・小野寺康：広告における商品導入の修辞の分析とシステムの構築，2009 年度人工知能学会
全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-4，2009． 
3) 中嶋美由紀・小方孝・小野淳平：ストーリーと物語世界の関係のモデルに基づくシステムの実装，2009 年度人
工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-6，2009． 
4) 秋元泰介・小方孝：物語生成システムにおける物語言説機構―試作に基づく構想―，2009 年度人工知能学会全
国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-7，2009． 
5) 大石顕祐・晴山秀・小方孝：物語のための文章表現生成システムの構想とアスペクチュアリティを対象とする試
作，2009 年度人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-8，2009． 
6) 冨手瞬・小方孝・花田健自：概念表現から映像を構成するシステム及び行為の構造についての考察，2009 年度
人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-10，2009． 
7) 立花卓・小方孝：ルールに基づきカメラワークを設定するシステムと「小津ルール」のシミュレーション，2009
年度人工知能学会全国大会（第 23 回）論文集，1J1-OS2-11，2009． 
8) 立花卓・小方孝：ルールによる『東京物語』のカメラワークシミュレーション―映画論・物語論の新しい方法の
提唱―，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 18 回定例研究会予稿集，18G-01，
2009． 
9) 秋元泰介・小方孝：物語言説論のシステム化に向けて―ジュネットとヤウスの拡張文学理論―，日本認知科学会
文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 18 回定例研究会予稿集，18G-02，2009． 
10) 秋元泰介・小方孝：物語言説システムの評価について―評価方法の調査と物語言説システムの予備評価―，日本
認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 19 回定例研究会予稿集，19G-01，2009． 
11) 秋元泰介・小方孝：語り手と聴き手の相互作用による物語言説システム，人工知能学会第二種研究会ことば工学
研究会（第 33 回）資料，1-11，2009． 
12) 秋元泰介・小方孝：物語言説論と受容理論の思想を取り入れた物語言説生成システムの試作における生成能力，
日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-03，2010． 
13) 小野寺康・熊谷友子・小方孝：物語内容の一部としてのストーリー世界を作るシステムの試作と小説分析による
その拡張の検討，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，
20W-04，2010． 
14) 小野淳平・小方孝：物語内容の一部としてのストーリーラインを作るシステムの試作，日本認知科学会文学と認
知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-05，2010． 
15) 花田健自・高橋良寿・大石顕祐・小方孝：物語生成システムのための概念オントロジーの基礎と広告の商品導入
の修辞を用いた単一事象生成機構における利用，日本認知科学会文学と認知・コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCC
Ⅱ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-06，2010． 
16) 高橋雄大・秋元泰介・小方孝：物語と音楽の相互変換システムにおける循環の拡張，日本認知科学会文学と認知・
コンピュータ研究分科会Ⅱ（LCCⅡ）第 20 回定例研究会予稿集，20W-07，2010． 
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17) 秋元泰介・小方孝：物語生成システムにおける物語言説システムの実装と結果の分析―語り手と聴き手の相互作
用による機構の提案―，情報処理学会創立 50 周年記念（第 72 回）全国大会・言語処理学会第 16 回年次大会・
大会共通講演論文集，474-477(PB1-14)，2010． 
18) 秋元泰介・小方孝：物語言説機構の統合に向けて―物語言説技法と戦略―，日本認知科学会第 26 回大会発表論
文集，P3-33，2009． 
 (f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
2.20.4. その他の活動 
特になし 
 
